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1 貝類の粘液がつなぐ生物間コミュニケーションと生態系への影響
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研究概要

多様な生物が同じ環境で共存できる理由を理解することは、生態系の安定性や持続可能な資源
利用を考えるうえで重要です。この共存を説明する鍵として、「直接効果」と「間接効果」という2つ
の考え方があります。

直接効果とは、ある生物が別の生物に直接与える影響であり、競争や捕食といった関係が該当し
ます。一方で、ある生物が第三の生物を介して影響を及ぼす場合があり、これを間接効果と呼びま
す。例えば、捕食者であるカニが貝を食べることで、貝が食べていた海藻が増える現象は、間接効
果の一例です。

１ 貝類の粘液がつなぐ生物間コミュニケーションと生態系への影響
捕食者と被食者は、互いに影響し合いながら進化してきました。
多くの動物は、尿や糞、移動の痕跡など「活動後に残る情報」を
環境中に残し、これが餌の獲得や回避行動に影響します。本研
究では、巻貝（捕食者）と笠貝（被食者）を対象に、粘液の跡を
介した情報利用を調べました。その結果、捕食者は被食者の粘
液を手がかりに効率よく追跡する一方、被食者は捕食者の粘液
に反応して回転や方向転換を増やし、軌跡を複雑化させること
が分かりました。さらに危険度が高い場合には移動範囲も広げ
、捕食者の追跡成功率を低下させていました。これらの結果は、
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